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英語教育のシステム化と教室運営* 

中野美知子** 

全体概要 

この章では、早稲田大学での教育実践、教室運営に関わる課題と克服方法、英語教育の

社会的ネットワークの必要性、教育システム構築に向けて必要な事項について概説する。 

1. 早稲田大学での教育実践 

早稲田大学での英語教育改革とシステム化は 1997 年から開始した。まさに 20 世紀か

ら 21 世紀への転換期にあった。Digital Campus Consortium (DCC)は日本の IT 関連会社

24 社と早稲田大学との産学共同体で、21 世紀に生きる学生たちにどの様な教育を展開し

てくか、実験検証を開始しつつ、理念をかためていくことになった。早稲田方式 3 段階

とよばれるようになったその理念と実践について概説する。 

2. 教室運営に関わる課題と克服への努力 

早稲田方式 3 段階の 1 段階目にある英語チュートリアルは、ほぼ全学の学生が必須科

目として履修している。4 名の受講生に対して 1 名のチューターが教示するもので、他

に例がなかったため、レベル分けテスト、CEFR に基づいた教科書作成、教授法マニュア

ル、ウェブ教材、ICT を活用した成績管理法など幾多の課題を克服する必要があった。

このセクションでは、その運営方法を紹介する。 

3. 英語教育の社会的ネットワークの必要性 

全学の英語教員のネットワーク、チューターのネットワーク、海外の協定校の教員と

のネットワークが必要で、どのように実践してきたかを概説する。 

4. 教育システム構築に向けて 

教員の判断のばらつきを 小限に食い止めるため、ICT を活用してできる部分は自動

化を試みた。コンピュータ適応型のクラス分けテストの開発、学習成果測定テストの開

発、学習者へのフィードバック、教員へのフィードバックなど開発段階のものを含め、

概要を述べたい。 

キーワード：CEFR、異文化交流、テレビ会議(サーバー)交流、ICT、e-Learning 

                                    

* 本篇は Working Paper Series『外国語教育のシステム化と教室運営－英独仏中韓西露

日の語学授業とクラス間連携－』の一篇である。 

** 早稲田大学名誉教授、教務部参与、大学総合研究所招聘研究員 
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表１ 2002 年度から 2011 年度までの受講者数推移 

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
上級 86 234 990 1075 534 621 866 832 918 877
準上級 2512 2098 2065 2007 2112 2142
中級 358 791 3137 3583 2007 1810 1935 1747 1588 1526
准中級 2038 1671 1675 1547 1303 1276
初級 523 1191 1887 2665 1704 1415 1265 1235 1161 963
入門 74 190 209 127 120 161 167 92
Business 981 2122 1615 1649 141 132
実践ビジネス 404 404 410 349 367  

 

早稲田方式第 2 段階では、海外の協定校の学生たちとテレビ会議システムやテキス

ト・チャット、オーラル・チャットで交流する授業である。共通教科書を使用した CCDL

異文化交流講座の他、各教員がテーマを決め、半期に 5 回程度の交流をする場合もある。

1 対１対応、多地点交流など授業の目的に合わせて、交流が行われている。ここでは異

文化間コミュニケーションを教育の主体においているが、早稲田方式では

Cross-Cultural Competence の養成という場合が多い。 

早稲田方式第３段階では、専門科目の交流で、多地点の交流が主となっている。担当

教員はオン・デマンド講義を用意し、学生はオン・デマンド講義を家庭学習し、授業中

は、他大学の学生たちと討論する形式がとられている。いわゆる反転学習で、早稲田大

学では、2003 年から実施している。時差が少ないアジア圏の大学が複数参加し、「アジ

アの共生」2003--2006「東アジアでの FTA」2007-2010「World Englishes and 

Miscommmunications」2005- などがその例である。その他、グローバル化に応じて、文

科省の奨励金を得て、アジア圏以外にアメリカの大学との交流授業も行ってきた。Global 

Honor’s College2010 – 2012 (Columbia U., Harvard, MIT, Yale U., Washington U., 

Korea U, NUS, Beijin U), Global Leadership Programs, 2012-2016 (Columbia, 

Georgetown, U Penn, California (Barkley), Washington, Waseda )が特別コースとし

て設置された。表 2 が 2005 年から 2012 までの交流実績を参加人数としてまとめたもの

である。筆者は 2001 年度から 2016 年 3 月に退職するまで、オープン教育センター（現

グローバル・エヂュケーションセンター）の英語部門長を務め、2002 年から 2014 年ま

で遠隔教育センターの所長として、早稲田方式の大 1 段階から第 3 段階まで深くかかわ

ってきた。 終稿では、学習教材の詳細と CEFR 対応実験について記述する予定である。 
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図 3 受講の流れ 

図 4 は英語チュートリアルの受講の流れを扱っているが、これは、オープン教育セン

ター設置科目で筆者が責任者であった科目は全てこの受講の流れを踏襲している。受講

生は 

 1．WeTEC でレベル分けのテストを受講する。６レベル中のどのレベルかが判定

されると、不安を感じ、一段低いレベルを受講したいときや、もっと上級がよいという

希望がある場合、チューターの採用、訓練などを任せている早稲田総研インターナショ

ナル（現早稲田アカデミック・ソル―ション）が個別対応をしている。 

 2. 受講生は予習をする。各ユニットには Preparation というセクションがあ

り、必ず、予習が義務づけられている。予習の度合いは点数化されていつ。また、その

他のユニットも予習をしないと、グループワークに参加できない。どれ位、グル―プワ

ークに参加したかも点数化される。 

 3．対面授業を受ける。English チュートリアルは 4 名、Discussion Tutorial 

English は 8 名、Critical Reading and Writing 6 名。授業後に受講生は 2 問の記述文

からなる Reflection Tasks を書き、その日のうちに提出する。図６で示されるように、

チューターは 3 日以内にコメントを送付する。毎回の対面授業の教育評価は、予習率、

授業中のグループワークへの参加率、各ユニットで学習する 2 個の Can-Do のマスター率

WeTEC
（クラス分け）

WeTEC
(成果測定）

対面
レッスン
（90分）

学習専用サ
イトで評価の
確認、課題
提出

予習

学期中に受講生は20回レッスンに出席（ 1週間に2回
レッスンを実施。課題提出は19回）

チューターの
講評確認

１ 毎回の授業で、受講生は以下の英語運用能力を判定されている。Interview,  Individual 
Long Turn, Group Work, Pair Work, Discussionをさせながら、各レッスンで示すCan‐Do到達率を
判定している。ちなみにこれらの英語運用課題はTOEICやCambridgeESOLで採用されているス
ピーキングテストの課題となっている。TOEICでは一回のテストで能力判定が行われるが、

我々のアプローチの利点は、毎回の授業で繰り返し英語運用能力が判定されることである。
形成的評価

2 出席は14回以上が要求され、授業準備、授業中の課題への参加率、毎回のレポート提出、
7課ごとの復習テストの点数、WeTECの事前・事後テストの得点で総合評価される。
扱っている話題が豊富で、教材のComplexityが保障されている。

自習教材
（リスニング）

上位レベル

他の実践的
な英語科目

次学期の履修

1
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4

学生は、毎レッスン後に、復習課題「Lesson Review Task」を学習専用サ
イト上に提出する。
提出されたLesson Review Taskをチューターが学習専用サイト「Ｔｕｔｏｒｉａｌ
Ｓｉｔｅ」にて0～6ポイントで評価

課題

学生の回答

 

図 5 Lesson Review Tasks の提出画面 

5

チューターが、一定の回数を出席した学生に対して、学習専用サイト上に、個別に中間
評価・学期末講評エッセイを掲載する。

 

図 6 チューターの中間期末の講評 

 

全体評価は 2001 年度から 4 回改訂され、GPA に近い評定ができるように改良した。 



各学部へは学部の全体評価の平均値と受講生全体の平均値、事前事後の WeTEC の学部

平均、大学全体の平均を報告し、学部からの要望も承っている。年 2 回英語部門委員会

でも報告され、教育プログラムの改善要求を討論している。英語部門委員会は学内の教

員のネットワーク作りにも効果的で、オープン教育センター(現グローバルエヂュケーシ

ョンセンター)では、管理ばかりでなく、英語部門委員会で ICT 活用事例紹介なども行っ

てきた。 表２は 2009 年度の例であるが、毎年、同じような結果になっている。WeTEC

の事前事後テストを比較したもので、口語英語のテストは含まれていないものの、成果

測定の 1 部になっている。WeTEC は教育測定研究所の CASEC カスタマイズしたもので、

一般的な英語能力テストであり、英語チュートリアルを受講した学生が、学習した内容

を検査しているわけではない。学習した事項がテストで試され、その応用力を吟味する

ことが、成果測定であるので、筆者は早稲田大学アカデミック・ソル―ション テスト担

当者と協力し、20012 年から 4 年間かけて 2007 年度からの Lesson Review Unit Tests

のテスト項目を等化し、コンピュータ適応型の新 WeTEC を 2016 年に完成させた。逐次、

テスト項目を等化し、アイテムバンク化する計画である。また、同時に、ジィスコース

完成課題による、口語テストも開発する計画が進行している。 

表 3 2009 年度の事前・事後テストの比較 

平均値の差

（事後－事

前）

平均値 620 641.25

標準偏差 127.22 134.68

平均値 235.48 335.54

標準偏差 79.65 150.98

平均値 474.47 526.62

標準偏差 136.69 152.03

平均値 572.35 601.87

標準偏差 72.62 101.51

平均値 629.48 644.75

標準偏差 56.58 93.57

平均値 694.93 699.71

標準偏差 49.36 94.76

平均値 769.29 773.08

標準偏差 74.93 88.54

レベル 人数（人） 事前（点） 事後（点）

21.25

Beg inner 83 100.06

初級 902 52.14

全体 5,626

準中級 1,166 29.52

中級 1,311 15.27

準上級 1,570 4.78

上級 594 3.79
 

英語チュートリアルは 2001 年から 2007 年にかけて CEFR の 6 レベルへと完成していっ

た。CEFR との対応関係を調べるために、筆者らは、(Schneider, Günther & North, Brian 

(2000)の実験に基づいて、対応関係を測定した。評価項目は 199 項目あった。参加者数



は表 4 に示す。かっこ内の数字は学生の能力を判定したチューターの数を示している。

表 5 は各英語能力についての学生の自己判断とチューターの判断の相関を示している。 

表４ 実験参加者数 

レベル 受講者数

Beginner 　　32 (　13)
Basic 0417 (153)
Pre-Intermediate 　591 (225)
Intermediate 0601 (229)
Pre-Advanced 　704 (266)
Advanced 0274 (096)

計 2619 (982)
 

表 5 学生の自己判断とチューターの判断の相関 

Pearson’s r
(ピアソン相関係数)

Spoken Interaction 0.849
Spoken Production 0.969
Language Strategies 0.899
Language Quality 0.831

 

図 7 は Spoken Interaction についての実験参加者（学生）の項目難易度と CEFR の関

連を示している。項目応答理論では学生の能力のほかに、項目の識別力、難易度、gussing 

rate が測定できる。Bilog-MG で能力値、項目困難度、項目識別度を推定した。この 3

つの値を利用し、項目特性曲線（Item Characteristic Curve: ICC）を描くことで教材

の整合性をチェックできる。即ち、各レベルの教材にレベル間の整合性がない場合、曲

線は交差するので、レベル間の整合性を確かめることができる。 
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異文化交流の授業については、標準教科書を早稲田大学で準備し、協定校の参加者が

活用している。3 種のコースがあるので、それぞれのコース内容の概要は以下のようで

ある。 

Social and Global Issues 

Happiness Factors 

Family Systems 

Globalization in your Community 

Climate Change 

Free Topics: 

Changing family systems. e.g., aging society, nuclear family, different 

family names of married couples, interracial marriage, etc. 

Globalization. e.g.,immigrants in your society, immigrant policy, 

discrimination against foreign workers, SNS, etc. 

Media Course 

    Advertising methods 

Front Page analysis 

Country Images 

Pop Culture 

Free Topics: 

Changing communication styles, e.g., social networking service, blogs, 

mobile phones, Advertising strategies of global corporations, e.g., media 

mix, market research, local adjustments 

International Career Path 

     Work-Life Balance 

Distribution of Reward & Recognition 

Entrepreneurship 

Global Partnership 

Free Topics: 



Characteristics of domestic companies and global companies: e.g., 

seniority system, merit system, lifetime employment, company unions, 

industrial unions 

Cross-cultural business communication: e.g., negotiation in business, 

business tips (business manners, seating arrangements, business cards, 

gift-giving. 

 

授業は週 1 回行われ、交流形態は以下のようになっている。 

W1: Course Introduction 

W2: Topic 1 [Self-Introduction] ・ LiveOn Oral Chatting Session 

W3: Topic 2 [Happiness Factors] LiveOn Oral Chatting Session 

W4: Topic 3 [Family Systems] LiveOn Oral Chatting Session 

W5: Preparation for Topic 6 TV conference 

W6: Topic 4 [Globalization in your community] LiveOn Oral Chatting Session 

W7: Topic 5 [Climate Change] LiveOn Oral Chatting Session 

W8: Topic 6 [Free Topic] ・ TV Conferencing Session 

 W9: Topic 6 [Free Topic] ・ TV Conferencing Session 

W10: Review and Follow-up 1 with International students (PAs) 

W11: Review and Follow-up 2 with international students (PAs) 

W12: Review and Follow-up 3 with international students (PA) 

W13: Preparation for the Final Presentation 2 

W14: Final PPT Presentation 1 in English 

W15: Final PPT Presentation 2 in English 

 

異文化交流担当教員は、環太平洋応用言語学会（PAAL）や大学英語教育学会（JACET）、

外国語教育メディア学会（LET）の全国大会開催時に発表することが奨励され、学会開催

の後に参加教員のワークショップが開かれている。討議の内容は、授業形態の吟味、教

科書内容の改善、参加学生が一堂に会し、発表と討議をする学生国際会議のテーマの検

討を行っている。 



また、異文化交流実践講座では、吉田諭史氏と共同で、異文化交流という状況で、英

語学習への動機が高まるか、ソーシャルスキルが向上するかについて、2007 年から毎年

調査し、2015 年度までは学会報告の他、遠隔教育センターや大学総合研究所へ書面報告

を行ってきた。 

 

３. 社会的習得環境について 

 

上記 2 節で述べたように、CCDL 異文化交流に参加している教員は環太平洋応用言語学

会、大学英語教育学会、外国語教育メディア学会のいづれかに参加し、大会直後に開催

される CCDL Teachers’ Workshop に参加することになっている。研究成果を公表し、

担当教員間で知識を共有することが大切なので、学会参加とワークショップを合体させ

た形式をとってきた。また、筆者が代表になっている JACET-ICT 調査研究特別委員会が

2007 年から発行している JACET-ICT Theory and Practice に投稿できるようにした。今

までの開催個所を以下に掲載する。 

2008 TamgKang University, Taiwan. 

2009  Waseda University 

2010  Waseda University 

2011  Due to Tohoku Earthquake, no meeting 

2012 Waseda University Beijin Office, China 

2013  Korea University, Korea. 

2014  Waseda University 

2015  Waseda University 

Workshop では、授業状況の報告と教科書の改定、International Student Forum のテ

ーマについて討議している。 

学生参加者は一同に会する機会がないため、半期に 1 度 International Student Forum

を多地点のテレビ会議で開催している。学生国際会議のテーマは以下のものであった。 

International Student Forum 

第 1 回 2009 年 12 月 4 日（金） 

What is an “international personality” in this age of globalization? 

第 2 回 2010 年 6 月 9 日（水） 



What is your ideal vision of East Asia’s future? 

第 3 回 2010 年 11 月 30 日（火） 

Introducing Local Daily Culture 

第 4 回 2012 年 11 月 30 日（火） 

Global Trends and Local Reactions 

第 5 回 2013 年 5 月 30 日（木） 

Glocal Competence: What global (outside your country) and local (in your 

country) abilities are needed in today’s world? 

第 6 回 2013 年 11 月 28 日（木） 

Impact of social media on society in the age of globalization 

第 7 回 2014 年 5 月 27 日（火） 

Socio-political issues and national identity: what do Asian students want 

others to know? 

第 8 回 2014 年 12 月 2 日（火） 

How does your country use soft power? 

 

早稲田 3 段階方式の 3 段階目に属する多地点遠隔授業 World Englishes and 

Miscommunications では、シンガポールで 5 日間の合宿を行った。早稲田の受講生とア

ジアの各大学から 3 名と担当教員が参加した。この合宿形式のシンポジウムでは担当教

員の研究発表と学生は毎年異なるテーマに沿ったグループプロジェクトを行った。この

時の発表は JACET-ICT Theory and Practice に掲載された。合宿 終日に発表会を開催

した。学生のプロジェクト・テーマを以下に掲載する。 

Waseda-RELC International Seminar 

• Ist RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 6t h of Feb., ~10t h of Feb., 2006. 

The students choose one of the four possible topics. 

1. What are common grammatical deviant features in Asian Englishes? 

2. What are common pronunciation features in Asian Englishes? Which features are 

unique in each variety? 

3. What are common pragmatic features (such as Apologizing, Compliments, Thanking, 

Refusal or Requesting) in Asian Englishes? 



4. Which varieties can be included in Asian Englishes or Interlanguage? 

• 2n d RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 11th of Feb., ~ 15t h of Feb.,  

2007 

Discuss the relationship between Language and Identity. 

• 3rd RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 22n d of Feb. 〜 26the of Feb., 

2008 

Your English & Your Own Culture.  Present any aspect of your culture which is 

difficult to be translated into English. 

• 4t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 11th of Feb. 〜 17the of Feb., 

2009 

State-building and state-identity.  Present how your nation has been developed and 

how do you think your identity is reflected in your state-building stages. 

• 5t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 19th of Feb.〜 23rd of Feb., 2010 

Is it possible to have a standard South-East Asian English? If so, what are the 

special features?  What sort of benefits will it give for economy and international 

co-operations? 

• 6t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 11th of Feb. 〜 15t h of Feb., 

2011 

Globalization, Professional Mobility and the roles of English. 

• 7t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 17t h of Feb. 〜 21st  of Feb.,  

2012 

Present your views on human resources required for the Age of Global Economy 

• 8t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 15t h of Feb. 〜 19t h of Feb., 

2013 

What is your concept of successful bilinguals in Asia? 

• 9t h RELC-Waseda Intenational Student Seminar, 14t h of Feb.〜 18t h of Feb., 2014 

Does the worldview in World Englishes conflict with the notion of Global Human 

resources at the age of global economy? 

• 10t h Waseda Intenational Student Seminar, 9t h of Feb〜 11t h of Feb., 2015 

Your notion of global leader: the most important competence he/she should have. 



教員の研究発表はオンデマンド講義として活用し、かつ、JACET-ICT 調査研究特別委

員会の年次報告に論文として掲載した。 

 

４. 教育システム構築に向けて 

 

教育をシステム化するときには、採点を自動化するのが望ましいが、レベル分けテス

トはコンピュータ適応型の WeTEC があり、目下、事前事後テストに改定するために等価

実験を繰り返してきたので、2017 年には実用化されることになっている。自動化されに

くいのは、英語口語能力のパーフォーマンス評価のための自動採点、英作文の自動採点

である。英語チュートリアルや異文化交流は英語口語運用能力を促進するための教育プ

ログラムであるので、自動採点は当初より目指していた。また、オープン科目の Critical 

Reading and Writing や Discussion Tutorial English でも、英文エッセイが課題とな

っている。英文エッセイの自動採点も心がけてきたが、補助的なものしか成し遂げられ

ていないが、報告したい。Reading 過程の実験は、Learning Analytics and Knowledge(LAK)

での方法を踏襲し、ある程度の成果を上げたので、実験結果をまとめてみたい。 

発話自動採点の研究は実用化されているものもあり、Versant（Pearson Knowledge 

Technologies, 2011） や TOEFL Practice Online で利用されている Speech Rater（Zechner 

et al., 2009; Higgins, Xi, Zechner, & Williamson, 2011）が有名である。しかし、

Versant は、与えられた単語の反対語を発話する課題や与えられた単語を用いて文をつ

くる（Sentence Building）課題であり、口語発話にある程度近いものの、パーフォーマ

ンス評価とは言えない。近藤（2012）は、読み上げ文の自動評価をまず手掛けた。近藤、

中野、上田、大和田、吉田、大矢が 2012 年から 3 年間かけてチュートリアル 6 レベル

120 Units にそれぞれ 15 項目の DCT タスクを完成させた。音声認識の部分は近藤が担当

し、2015 年には 71%の単語認識ができるようになった。ETS の TOEFL Practice Online

は 2009 年度で平均 50%の単語認識ができ、2016 年には TOEFL Junior が簡単な課題を用

いているため、74%の単語認識率となっている。近藤の手法は，認識対象となる音素の特

性を集積した音響モデルと語の並びの情報を集積した言語モデルを用いて発話を単語列

に変換し、認識対象となる発話音声は短い時間に区切られ，どの時間にどの音素が発話

されたかを音響モデルにある音素と照合する従来の手法を踏襲している。認識対象とな



る音素は，音響モデルにある音素との類似度をもとに，どの音素であるかが判定されて

いる。しかし、まだ研究段階で、実際の授業に用いられていない。  

英作文の自動採点は、n-gram を用いた教育測定研究所のものでは、中学校の英作文の

指導に役立つものが製品化されている。中野・吉田（2011）は Critical Reading and 

Writing に活用すべく、72 個の統計指標を用いて、 も教員の採点項目を予測する統計

指標を求めたが、総語数、Type-Token Ratio (TTR)、Accuracy で 34％の R2 をえた。し

かし、その後進展はしていない。学生が書く英作文はとにかく間違いが多いので、矯正

課題を自動化するのが先決であると考えた。2012 年から、エンリケズ、吉田、中野は、

学生の間違いやすい事項を矯正する課題を自動採点の方式で各種作成した。2012 年には、

文章構造のロジックを教示するための文章の並び替えの練習を Java Script で作成し、

Rearranger と命名した。2013 年には、Cohesion（文章の結束性）と Coherence(意味の

一貫性)のための自動採点課題を作成し、Linker, Eraser と呼んだ。2014 年には文章全

体の流れのなかで、各文の主題と述部の果たす役割や関係性を学ばせるプログラムを作

成した。2015 年には文法課題（主語と動詞の数の一致、時制、定冠詞と不定冠詞の用法）

を、荒本（2015）の編集履歴可視化プログラムに基づいて、文法エラー矯正課題を作成

した。エンリケズは 2016 年には Unity を Platform として利用し、Rearranger, Linker, 

Reader, Eraser, Clicker, Filling the Blanks, Questionnaire のプログラムを一括方

式で扱える方式に改良した。 

教材をデジタル化し，学習ログを収集することで，読解過程における様々な行動を観

察することが可能である。中野、吉田、近藤、須子（2015）は，荒本道隆（2015）が開

発したログ収集システム（学習履歴閲覧・可視化システム）を Moodle 上で実施し，ペー

ジ遷移や各ページの閲覧時間のみならず，辞書参照履歴や音声資料の再生履歴を収集し

た。このシステムにより，各学習者が使用する読解ストラテジーを同定できる。2014 年

11 月のパイロット実験を踏まえ、実験条件を改良し、本実験は 2015 年 7 月に 2 クラス

で実施し、合計 19 人が参加した。12 個の変数があり、14 対の変数間で相関が高く、多

重共線性が観察されたので、ステップワイスの重回帰分析を行った。学習履歴閲覧・可

視化システムは、図 1 が例証している。読解過程グラフでは、操作説明が 12

ページあり、本文の読解ページが 9 ページあり、三択問題 6 問、記述問題

が 10 問の各回答時間と回答するときにどのページに戻って行ったかが示

されている。カラーの折れ線は記述の文字数を表している。この用紙を印
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と作者の意見の相違があれば、なぜかを考えながら読んだり、意見が同じであれば、理

由が同じか異なるかを吟味しながら読み進み、記述問題の解答は多角的な視野で書き込

むことが大切であることを教場で指示できた。このように、英作文や読解過程の究明が

先決で、英作文そのものの自動採点は完成していないが、授業中への教授法の改善や弱

点項目を学生が克服していく課題作成が急務であると判断し、実行した。 
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